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「大正期経済関係翻訳書目録」について
昭和3¥¥9月（再版昭和47年7月）に，国立国会図書館編『明治・大正・昭和翻訳文
学目録」償し間書房）が公刊されたとき，経済学に関する同種の翻訳書目録の完成を望ん
だものはひとり筆者のみではあるまい。
文学関係では，その後も，細入藤太郎監修「明治・大正・昭和邦訳アメリカ文学書目
録 (1868-1967)」（昭和43年）原書房刊や成田成寿監修『年表英米文学史一翻訳書併記ー』
（昭和50年）荒竹出版株式会社刊，等々の労作が上梓され，どの作家の，いかなる作品が，
誰れによって，いっ，何種類邦訳されているかをすぐに探索できるだけでなく，そこから
わが国への外国文学の導入と普及やそれのわが国文学に及ぼした影響に関する研究をめぐ
って，上記の文献がわが国の文学研究者，とりわけ東西文化交渉に関する研究者に稗益し
たであろうことは，素人の筆者にとっても想像に難くない。
経済学の分野においても，第2次大戦前に発行された翻訳書については，明治期のもの
に関する限り，高市慶雄編『明治文献目録」（昭和7年）日本評論社刊，太田重弘編『東
京大学経済学部所蔵明治文献目録ー経済学とその周辺ー』（昭和44年3月），および「国立
国会図書館所蔵明治期刊行図書目録＜第2巻＞」（昭和47年4月）等を参照すると比較的
容易に探索できるし，また大正期および昭和初期のものであれば，神戸高等商業学校商業
研究所編纂『経済・法律文献目録」（宝文館刊）の第1巻（昭和2年発行）と第2巻（昭
和6年発行）に，大正5年から昭和5年までに出版された訳翻書が収録されており，他
方，大阪商科大学経済研究所『経済学文献大鑑」（第4巻で中断）一一昭和9年12月から
昭和14年5月にかけて丸善で発行したものであるが，昭和52年12月に文生書院から復刻版
がでている一ーは大正8年から昭和11年までに出版された特定部門の翻訳書を収録してい
る。したがって，少くとも大正期および昭和10年代に上梓された経済関係の翻訳書の有無
を調べるには，この二つの文献でほぼ目的が達せられたのである。それにもかかわらず，
それら「目録」に採録されている翻訳書は，完全な一覧表形式をとっておらないだけでな
く，原著や底本名も付記されていないので，それの利用にあたって種々の不便を体験した
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研究者も少なくないであろう。
明治期の翻訳書については，『原著訳書対照図書目録』のようなまとまったものは公刊
されてはいないけれども，堀経夫や加田哲二のようなすぐれた先学による明治の経済学史
や経済思想史に関する先駆的研究と，大学ならびに公共の図書館関係者の努力1)によっ
て，今や翻訳書の原著や底本を調べるのにさほどの労力を要しない。
勿論，翻訳書目録で，しかも原著と対照したものに，東京市立日比谷図書館「原著訳書
対照図書目録＜社会・経済の部＞」（昭和6年）と川崎操編「原著対照本邦翻訳書目録（法
律・経済・社会）」（自昭和9年至15年）がある。
4輯からなる後者は，東京商大の所蔵する翻訳書の目録であって，慶応3年から昭和13
年までに刊行された「法律・経済・社会」関係の翻訳書を収録したものである。前者に触
発されてこの目録を編纂した川崎操は，第1輯の「はしがき」で次のように著している。
「吾国は世界有数の翻訳国である。……優れたる外国の著作を翻訳して総ての人々に解
り易く紹介する事は自国の文化の向上に貢献する所大なるものがあるに相違なく，特に吾
国の如く，維新以来総ゆる科学に就て先進国より一々を学び，移入し来った国に於て其の
進歩の跡を顧みんとする時，ここに完全なる翻訳書目録が存在するならば，之を文化史的
に観るも真に価値あるものと云ふ事が出来る。……此の仕事に手を掛けて痛切に感じた事
は，翻訳書の大部分が原書名の紹介をしていない事である。（特に古い時代のものに多い）
（以下略）」 (1~2ペー ジ。）
この目録の記述方法は，同じページの左側に部門別の翻訳書名をアルファベット順に配
列し，右側に原著者名と原著書名を併記している。（但し，第4輯のみは翻訳書目録後に
原著書目録を一括して掲載している。）
第1輯は13部門にわけており，そのうち「経済・社会」関係の採録項目数は 104,第2
輯は「経済学総論」だけで，採録項目数は86,第3輯は「経済」を19部門に細分し，さら
に第2輯の「経済総論」を補遺したもので，｀採録項目は 105,最後の第4輯は 12部門にわ
けられ，「経済・社会」関係の採録項目数は 109である。したがって，「経済・社会」関係
（商学を含む）の項目総数は404(商学関係のものは40),そのうち明治期（慶応3年を含
む）に刊行された翻訳書の採録数は85,大正期（明治45年を含む）のものは89で，残りが
昭和期のものであるから，これは戦前の昭和期に刊行された翻訳書を重点においた目録で
あると云ってよいであろう。
前者，すなわち東京市立日比谷図書館所蔵の翻訳書目録は，明治17年から昭和6年まで
に公刊された社会・経済関係の翻訳書（項目数526)を収録し，それを「社会の部」（項目
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数287)と「経済の部」（項目数239)に区分し，さらにそれぞれを 9部門と 10部門に細分
して各部門毎に原著者をアルファ・ベット順に並べ，それら各著者の著書（初版本を原名で
記載）・翻訳書（複数の場合は発行年代順に記載）・翻訳者名・翻訳書の発行年•発行所の
)I餌で配列している。そして，著者名の次に国別（但し著者の出生国か国籍かは判別し難
い）と生歿年を判明したものに限って記載し，恐らく利用者の便宜を考えてそうしたので
あろう，各翻訳書名の最後に同館の蔵書番号と，続けて翻訳者の底本とした原著の版次ま
たは発行年を付記している。さらに『目録」の末尾に 297人の「原著者名索引」を附録し
ているが，これらの点はこの「目録」の特徴をなすものである。
ところで，『目録』に採録された項目総書526のうち，明治期のものは44,大正期（明治
45年を含む）のものは336,昭和期のものは 146を数えている。他方，「経済の部」の項目
数に加えて，「社会の部」のなかで経済に関係のある項目数180を含めた経済関係の項目総
数は420(『目録」の採録項目総数の約809る）であるが，そのうち大正期に刊行された翻訳
書は 275点で，これは経済関係項目全体の約66%をしめている。したがって，この『図書
目録」は，内容的にみても『大正期経済関係原著訳書対照図書目録」と名付けうるもので
ある。
しかしながら，この『目録」に採録された翻訳書は，同館所蔵のものに限られ，大正期
に刊行された翻訳書をすべて網羅したものではなく，また川崎も指摘しているように，当
該期間に出版された翻訳書のなかには原著書名不明のものも少くないばかりか，翻訳書の
発行年次の無記載のものもある。加えて，大正期においてとみに増加のみられたロシア語
文献の翻訳書の原著や訳底本の省略は顕著である。
今回，本誌に連載することになった「大正期経済関係翻訳書目録」は，上掲の『目録』
の補遺という役割をもつだけでなく，可能な限り前記の諸問題を解決すべく努めたもので
ある。この「目録」はすでに完成しているけれども，採録項目数が800強に及んでいるの
で，紙幅の都合上やむを得ず下記のように分載することになった。
第 1回 大正元年（明治45年を含む）ー大正9年
第2回 大正10年ー大正12年
第3回 大正13年ー大正14年
第4回 大正15年（昭和元年を含む），著者索引と分類索引
わが国の西欧経済学導入史の時期区分では，維新前後から大正9年までが西欧経済学の
直訳輸入時代とし，これを前史とすれば，大正9年以降をもって本史に入るのであるが，
大正期全体を通じてみるとき，この時期は，古典派経済学，新古典派経済学， ドイツ新歴
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史学派や限界効用学派の学説，ならぴにマルクス経済学等に関する諸文献の翻訳とそれら
諸学説の本格的な研究の着手された年代であり，迫り来る第2の「経済学の危機」を感じ
ながらも，大正デモクラシーを背景に，文字通り経済学研究の百花練乱の頃であった。そ
れ故，大正期のわずか15年間に刊行された翻訳書が800を越えたとしても，それは決して
奇異ではない。それどころか，雑誌に掲載された翻訳文を含めると，その数はもっと増え
るであろう 2)。
戦後， 日本の近代化研究の一環として始まった西欧経済学導入史および日本経済学発達
史の研究対象が明治期から大正期へと進展しつつある現在，本目録の発表は時宜を得たも
のと自負すると同時に，研究者各位に稗益するところがあればこれにすぐる幸いはない。
なお，この目録の編者は本学経商資料室の平松系一郎主任である。氏の手固い仕事ぶり
は，『経済資料研究」（経済資料協議会）の No.12(昭和52年8月）およびNo.13(昭和53
年10月）の「わが国における「国富論」刊行200年記念行事」という労作ですでに証明ず
みであるが，今回，はからずも氏が当該目録の作成に努めておられるということを聞きお
よび，それの完成の暁には，本誌に是非寄稿して頂きたいと懇請したところ，幸い氏のご
快諾を得ることができた。記して謝意を表する次第である。
（戒田郁夫）
注1)例えば，鈴木政孝は『図書及図書館』の第1巻第1号（大正1年10月），第3号
（大正11年12月）および第2巻第1号（大正12年1月）に「経済学に関する翻訳書考」
を発表し，その中で神田孝平の『経済小学」（慶応3年）を始めとして，明治45年まで
に公刊された40点の翻訳書の原本を調査し，判明したものを原文で並記しているが，経
済学の分野における原著訳書対照目録作成の本格的な作業は，これが最初ではなかろう
か。
2)平松氏は単行書を主とする当該目録に引き続いて「雑誌篇」を準備しておられる
ので，それが完成次第，本誌への寄稿をお願いする積りである。
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